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ロ、世界市場に石油供給せず　価格上限設定なら＝ノバク副首相

[２０日 ロイター] - ロシアのノバク副首相は２０日、ロシア産石油価格に上限が設定されれば、ロシアは

世界市場に原油を供給しないという認識を示した。インタファクス通信が伝えた。

主要７カ国（Ｇ７）首脳会議は先月、一定価格以上で売却されたロシア産石油の輸送禁止を検討すること

で合意した。
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当面の原油価格、1バレル100―110ドルで荒い値動き＝石油連盟会長

［東京　２０日　ロイター］ - 石油連盟の杉森務会長（ＥＮＥＯＳホールディングス会長・グループＣＥ

Ｏ）は２０日の会見で、当面の原油価格について「１バレル１００―１１０ドルで荒い値動きを想定して

いる」との見方を示した。

会長は、新型コロナウイルス感染拡大に対応した中国の都市封鎖（ロックダウン）や世界経済のさらなる

減速懸念があれば下落、ロシアへの経済制裁の実効性が顕著になれば上昇する可能性があると指摘した。

Ｇ７で議論されているロシア産原油価格への上限設定については、需給が逼迫するか、需給が緩和するか

は制度設計が出ないと分からないとし「注視する」と述べるにとどめた。

液化天然ガス（ＬＮＧ）価格が高騰する中、電力会社から火力発電用重油の要請が増えていることについ

ては「できる限りのことをしたいが１６０％（６０％増）が限度」と述べた。
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東京都／再生アス合材の中温化技術導入へ調査
都道補修工事で品質・施工性確認

東京都は中温化技術で製造する再生アスファルト合材の導入に向け調査検討を始める。製造時の

加熱温度が従来の合材と比べて低いため、二酸化炭素（ＣＯ２）排出量を抑制。骨材にリサイク

ル材を利用し環境負荷軽減にも寄与するのが狙い。道路補修工事の一部区間に適用し品質や施工

性を確認する。２０２２年度に試験施工と分析を行い、来年度以降の方向性を固める。都が掲げ

る３０年までに温室効果ガスを００年比で５０％減らす「カーボンハーフ」の実現を目指す。

　都は６月に新材の骨材を用いて中温化技術で製造するアスファルト合材「低炭素アスファル

ト」を、都発注の道路補修工事に先行導入することを打ち出した。今回の再生アスファルト合材

は、道路補修工事で取り除かれたアスファルト舗装を破砕し、骨材として再利用。中温化技術で

製造することにより、ＣＯ２排出量の抑制と環境負荷の軽減を目指す。ＣＯ２削減の鍵になる製

造時の加熱温度がどの程度下げられるかを今後検証する。

　対象工事は「路面補修工事（４西の２）及び谷津橋外４橋維持工事（橋面舗装）」で、成友興

業が６月に落札した。現場は青梅市黒沢２～３。青梅秩父線（第５３号）小曽木街道に位置す

る。中温化技術を使って製造した再生アスファルト合材の施工箇所と、標準的な再生アスファル

ト合材を採用した箇所で滑り抵抗試験を現場で行う。再生アスファルト合材で施工した路面の一

部を採取。室内試験場で圧裂試験や曲げ試験、耐水試験などを行い、品質を調べる。

　都建設局は「令和４年度中温化再生アスファルト混合物品質確認調査」の委託先を決める希望

制指名競争入札を１５日公告した。参加申請を２５日まで電子調達システムで受け付ける。８月

２５日に開札する。参加要件は「土木・水系関係調査業務」に登録されていることなど。履行期

間は２３年２月２７日まで。
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